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－みんなに奉仕を
-ServePeople
l983～84年度RI会長ウィリアムE. スケルトン

みんなにロータリーを

ShareRotaryNo.5 (1983～1984)

第49回例会昭和58年8月2日（火）晴
へ

◇“君が代” “奉仕の理想”

◇出席報告

会員47fi 出席36名

出Iif率78.26％

◇前回 7ﾉ1261二I (修正出1/if率) 100%

rnakeup

秋山淵.(7/28｣|(IW),橘木荊(7/27束火|"),加
藤(保)荊(8/1束)，久保iI171(7/22港),松居

講(7/29北),"進君(7/29北), 大谷君(7/28

東南)，鈴木([li)君(7/28IILi),鈴木(砿)"(7/

22港)寺澤yI.(7/22北)，都築荊(7/30'､j:III)

◇ビジター紹介3端

◇誕生日祝福

鈴木(砿)夫人(8/2）

◇二コボックス

竹内君(4fIIのスピーカーを細介させて頂い

て)，松腓,冊･(ホームクラブ御無沙汰しまし

た)，水野(氏),ｲﾄ，竹内7:↑，加藤（火）君，松
暦荊･,='li"l., 谷I~1君，林荊，浜口荊，石出

ルリ，菊池ハ．，成ll"1,新美,化火I｣洲，菅原

フハ．，和'1．|荊(林調.の収切戦ゴルフコンペ祝勝

会に参加して)，鈴木(正)君(夫人誕生祝）

◇バナー披露

RCofSuddeParis, France(水野(賀)論）

◇三輪幹事報告

1． 8ﾉ11.61 1 (火）の夜間例会のIII火の返事を

なるべくJILくお知らせ~ドさい。

◇菊池社会奉仕委員長報告

去る7ﾉ:1281 1,名古屋束吋jRC主催のil].内

14RC社会4*|_|:委典長会議の糀告を申しあげ

ます。

1‘ 社会4*ll労働活動動批をﾉﾄｲﾄ度は会員1

人あたり3,000I 1Jに決定された。

2． l l 1陰水↓11f兄郷余は名クラブで行うこと。
（将来については合同ということも検討）

3. "l lli''i物|判の遅咲き桜寄岫については緑

化協会を通じ，塔古屋緑化ﾉI§金として役立

てて頂く要諭を検討･'1･1．

4． 昭和60年より計而されている1”↑公開造

成にあたり友愛の広場寄付を今後検討す

る。

◇竹内会長挨拶

私が|玉|家試験というのを受けて一応公けに

隆Ⅲliとして認定されましたのが実はll{{#1126年

の猟であります。当時ば勿論，抗生物質なん
てものは高嶺の花で，ペニシリンとか結核に

対するストレプ|､マイシンがやっと輸入品と

して使われる様になった頃です。入手難と目

の玉の飛びlllる腿の商価なものでした。当時

私も軽度のll'liの波淵がありましたが， ストマ

イが高価で子がll.}ず，ひたすら安静鰯一に寝

てた事を思い出します。その頃も今も，内科
のI笈者が日常雌もよく辿遇する疾病が風邪と

‐ﾄ痢腸炎でした。符さんも御承知の様に「腹

のしぶる」職､ﾄい~'1『はありません。今でした

ら早速に仇/k物賀の使用となる処ですが，商

繊の花の今'1時ではそれは無理というもの･ ･ ･

“･･そこで珍職されたのが『キノホルム』で

あります。安l,lliで.l~l.つこれ程劇的にド荊の.l上

る蕊剤はありませんでした。

一方，昭和30ｲﾄ代に入って発生し45ｲ｢頃迄

に約1万稽のI.スモン病』が発兄されまし

た。 ド痢にはじまり‘ﾄII1経麻輝や迎勤失洲，失
lﾘ]という絲過を辿るこの疾病も初め服|XIは不

Iﾘjでした。

昭和45年3月東大の薬学部のl11ｲ:､l･教授は医

′､j生部の豊倉教授からスモン患者特有の人便中

の緑色物質のII《体の探求を依頼されました。
然し，大便'|'の緑色物質の抽出は難作業

で，漸く取り|')しても微通のため正体の解明

IJIII来なかったのです。ところが6月になっ
て三楽病|塊の一洞･I迩婦がスモン忠者の小使が

便同様に緑色を呈する蕊を児付け, 11l村教授

に届1ナました。
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その尿の分i斤から淡黄色の針状の結晶が沢

山にあり，実はそれが整腸剤のキノホルムで

ある事が判明し，之が鉄と結合して緑色を呈

する塀が判りました。出村教授の発見は新潟

大の椿忠雄教授により統計的，喪学的に洲在

され， 「キノホルムはスモンの原因らしい」

と推定され， 9月になりキノホルムは'i]販禁

止となり事実スモン患者は激減しました。

この半年間の研究の素早さは賞讃されてよ

いと存じます。然しこの頬時ロに結論を得た

研究の蔭に一君捜蹄の鋭い観察が果した政献

は表而に出ませんが大きいと思います。路傍

の小さな病塊を除く君が軽ぷ予防になる(530

迎勤につながりましょう）微妙な異臭への要

心がガス蠅発を防ぐ，等々， 世のに' 1には実は

目立つ行動よりも口立たぬ，一見無益な配腫

が互に保たれて調和してゆくものかなと苫え

るのであります。 ロータリーの在り方.に似て

ませんか。

◇講演

塩古屋人'､j＃： 助教授 蜷川映巳氏

“試験管ベビーを巡って”

雌近， テクノロジーは， 驚く程のスピード

で進んでおり，バイオテクノロジーとりわけ

辿仏]ぞ･工'1を， エレクトロニクス， ニューセラ

ミックスの符分野での技術革新には， 目を兇

張るものがある。

｜災擁のう>野でも， これらの技術･'l'1:新の影御

は， 多くのmiで見られ，医療の進歩をささえ

る一ﾉJ-で，社会的に別の問題を提起しつつあ

る。診断機器の尚価格がもたらす医療水準の

li'｣上と睡擁曲の高額化といった面が雌もj!IIff

なliliであろう。

隆雄の現｣坊では，常! ‘ご ミクロとマクロの闇

藤がある。極言するならば， 個では, lifil｡jiの

｜魁瞭を受けたいと願い， 社会全体としては，

雌も低価略の負担の少ない医膿を求めるとい

うことになろうか。

木I」の問題である不妊症に関しては， かつ

ては，保険適応外の疾患で，患者が全額を負

扣.していた。保険適応となって， いかに多く

の忠省が， その恩恵を受けたかはかり知れな

いものがある。

人の卵子は，卵巣から出て，卵管採でとら

えられ，卵fi:に入る。精子との出会い，受

精， 分裂を経て，胞胚となり子官で着床する

までの約7口間が，受精卵にとっての孤独な

旅である。何らかの理由で，卵竹が閉瓶する

か，機能しない婦人は約1～2彫いると考え

られている。 この婦人達にとっては， 卵1ri:を

開くW!ﾄjを受ける以外に治療の方法はなかっ

た。 しかし， この手術成績は低く， 妊娠し得

るのはわずかであった。最近はマイクロサー

ジェリーの進歩で， このIAiでの進歩が期待川

来る。

1972年ステップトゥーとエドワードが，手

術で摘出した卵巣からの卵子を糖子とシャー

レ上で受精させることに成功し，雑‘芯ネイチ

ャーに発表した。その後5ｲFにわたって彼ら

は卵子の受精をシャーレ上でｲj･b,, これを子

宮内に入れることをくり返した。 1977年に1

例が妊娠したが，不幸にも子宮外妊娠で，手

術をしなければならなかった。 1978ｲ~ド7月25

1三|妓初の体外受精児， ルィーズ・ブラウンが

誕生した。つい先頃5歳の誕生'二|を元気に迎

えたのである。その後世界の各地で体外受精

が行われ, 100例をこす分娩が慨告されてい

る。 日本でも束北大において妊娠の成立2例

が報告されている。東北大では37世|目の症例

で成功したとのことであるが，現在では5例

に1例成功というのがイギリスでのレベルで

あるようである。

体外受精のもたらしたものは， ミクロの幸

編であろうが， マクロにはどんなインパクト

を持つのかを考えなければならない。

1つには倫理的な問題がある。腿縦関係者

以外の知恵を借りたい部分であろう。
1つには，経済的な問1鯉も考えねばならな

い。 1人の体外受精児の,‘ | |生には，数百万円

の間用がかかると推定される。 イlW11万数千

人の辿応者がいると考えられるが， だれがそ

れを負担するのかを考えねばなるまい。

もう1つは，医療従事者の問雌があろう。

受精，着床をめぐっては謎の祁分が多く，人

受精卵を使っての実験の誘惑が燗にある。こ

れら多くの問題をかかえながらも， テクノロ

ジー号の乗客の1人として， 体外受精は出発

してしまっている。テクノロジー号の進路を

きめzのは，人間の英知である。

◇市内14RC新入会員講習会開催の案内

｜ |時8月20H (jz) 14:00～16:00

場所名古屋都ホテル 3階金扇の|川

持物筆紀具・定秋・細則

ホスト 名古屋守IIIRC

●当クラブ出席会員

深兄君，堀場君, i'1台君， 小林訓-,小池

忠.，久保I｣i>FI.,西川ゴ{., ↑鯉1:rl.,都築J1.,

鵜飼対

◇次回例会（8月9 1 i)

卓活“昭和58年度全囚高呼'､j』:枝総合体育大会

裏話”

愛知県戦育委員会舞務局保健指導監

小澤和郎氏

（紹介者大谷和雄汎~）

◇次々回例会（8月16H)

皮間例会の為，卓話はございません。
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